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問市民病院医事課
医事係

☎43-2511（代表）

～
脳
ド
ッ
ク
を
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
～

　

脳
ド
ッ
ク
と
は
、
M‌

R‌

検
査
（※）
や
血
液
検

査
を
行
い
、
脳
卒
中
な
ど
脳
の
病
気
の
危
険

因
子
を
発
見
す
る
た
め
の
健
康
診
断
で
す
。

　

脳
卒
中
は
、
脳
梗こ
う
そ
く塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜

下
出
血
の
総
称
で
、
脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
た

り
、
破
れ
た
り
し
て
、
そ
の
先
の
細
胞
に
栄

養
が
届
か
な
く
な
っ
て
細
胞
が
死
ん
で
し
ま

う
病
気
で
す
。
全
国
の
総
患
者
数
は
、
約

１
５
０
万
人
で
、
年
間
で
は
13
万
人
く
ら
い

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

中
で
も
、
く
も
膜
下
出
血
の
原
因
と
な
る

の
は
、
脳
動
脈
瘤
り
ゅ
う
破
裂
と
脳
動
脈
奇
形
破

裂
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
が
破
裂
す

る
前
に
発
見
し
、
治
療
す
れ
ば
、
く
も
膜
下

出
血
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
脳
ド
ッ
ク

で
脳
内
の
血
流
状
態
や
血
管
異
常
が
早
期
に

発
見
で
き
れ
ば
、
脳
出
血
、
脳
梗
塞
の
予
防

に
も
な
り
ま
す
。

～
予
防
す
る
こ
と
が
、
最
大
の
治
療
～

　

脳
卒
中
は
、
予
防
す
る
こ
と
が
最
大
の
治

療
で
す
。
次
の
よ
う
な
症
状
に
思
い
当
た
る

方
は
、
是
非
脳
ド
ッ
ク
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　〈
脳
ド
ッ
ク
〉

日�

　
毎
週
金
曜
日（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

申�

込
方
法
　
事
前
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

検�

診
費
用
　
６
１
，
９
５
０
円
（
国
民
健
康

保
険
や
健
康
保
険
団
体
な
ど
の
助
成
制
度

も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
加
入
団

体
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

市
民
病
院
医
事
課
医
事
係

   

☎
４
３

−

２
５
１
１（
代
表
）

脳
ド
ッ
ク
で
脳
卒
中
を
予
防

　

グ
リ
ー
ン
購
入
と
は
、
品
質
や
価
格
だ
け

で
な
く
環
境
の
こ
と
を
考
え
、
環
境
に
配
慮

し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
環
境
負
荷
の
低

減
に
努
め
る
事
業
者
か
ら
優
先
し
て
購
入
す

る
こ
と
で
す
。

　

春
か
ら
の
新
生
活
の
準
備
や
毎
日
の
生
活

に
、
グ
リ
ー
ン
購
入
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ

う
。

☆
エ
コ
商
品
を
選
ぼ
う
！

　

繰
り
返
し
使
え
る
商
品
、
詰
め
替
え
や
補

充
が
で
き
る
タ
イ
プ
の
商
品
、
個
包
装
や
過

剰
包
装
を
避
け
た
商
品
な
ど
を
優
先
し
て
選

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

☆�

環
境
ラ
ベ
ル
が
付
い
て
い
る
か
調
べ
よ
う
！

　

環
境
ラ
ベ
ル
と
は
、
商
品

の
環
境
影
響
に
関
す
る
情
報

を
、
製
品
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な

ど
に
表
示
し
て
消
費
者
に
伝

え
る
も
の
で
、商
品
選
び
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

環
境
ラ
ベ
ル
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、

文
具
や
衣
服
、
建
築
製
品
な
ど
多
く
の
分
野

で
使
用
さ
れ
て
い
る「
エ
コ
マ
ー
ク
」を
始
め
、

家
電
製
品
に
は
「
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
」、
パ
ソ
コ

ン
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス
機
器
に
は
「
国
際
エ
ネ

ル
ギ
ー
ス
タ
ー
マ
ー
ク
」、
自
動
車
に
は
「
燃

費
基
準
達
成
マ
ー
ク
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

☆�

ホ
テ
ル
や
旅
館
の
利
用
も
グ
リ
ー
ン
購
入

１‌

歯
ブ
ラ
シ
や
石
け
ん
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ

グ
ッ
ズ
が
少
な
い
。
ま
た
は
、
希
望
者
に

だ
け
配
布
し
て
い
る
。

２‌

タ
オ
ル
類
の
取
り
換
え
を
希
望
す
る
か
尋

ね
る
表
示
が
あ
る
。

３‌

ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
に
節
水
、
節
電
機
能

が
付
い
て
い
る
。

☆
グ
リ
ー
ン
購
入
の
情
報
を
集
め
よ
う
！

　
「
グ
リ
ー
ン
購
入
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.g
p
n
.jp
/

）

で
は
、
グ
リ
ー
ン
購
入
の
早
分
か
り
ガ
イ
ド

や
自
己
診
断
な
ど
の
情
報
、
商
品
の
環
境
情

報
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
購
入
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
時
は
、

是
非
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問環境政策課環境企画係　☎ 44-3135

「グリーン購入」に
チャレンジしよう！

こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か

・
頭
痛
や
頭
重
感
が
続
く

・‌

め
ま
い
、
耳
鳴
り
、
立
ち
く
ら
み
が
あ
る

・
物
忘
れ
が
激
し
い

・‌

気
が
遠
く
な
っ
た
り
、
意
識
を
失
っ
た

り
す
る
時
が
あ
る

・‌

物
が
見
え
な
か
っ
た
り
、
二
重
に
見
え

た
り
す
る
時
が
あ
る

・
舌
が
も
つ
れ
や
す
い
、
話
し
に
く
い

環境ラベルの例

(※)  

 M 

R 

検
査
…
エ
ッ
ク
ス
線
を
使
わ

ず
、
磁
気
と
電
波
を
使
っ
て
あ
ら
ゆ

る
方
向
か
ら
体
の
断
面
図
を
撮
影
す

る
検
査
。
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�　

自転車の二人乗り禁止の例外

防犯安全まめ知識

　自転車は原則として二人乗
りはできませんが、今回の改
正事項のほか、「16歳以上の
運転者が幼児用の座席を設け
て、6歳未満の者を一人乗車さ
せる場合」のみ、
例外として
二人乗りが
認められて
います。

○
転
車
を
運
転
す
る
行
為

が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

違
反
す
る
と
、

５
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

幼
児
一
人
を
背
負
っ
て
の

自
転
車
二
人
乗
り
運
転

16
歳
以
上
の
運
転
者
が
、
４
歳
未

満
の
幼
児
一
人
を
お
ぶ
い
ひ
も
な
ど
で
確
実

に
背
負
っ
た
状
態
で
あ
れ
ば
、
自
転
車
の
二

人
乗
り
が
で
き

る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

問
地
域
振
興
課
交
通
防
犯
係

 

☎
４
４

−

３
１
２
５

大
音
量

※
大
音
量
　
警
音
器
、
緊
急
車
両
の
サ
イ

レ
ン
、
警
察
官
の
指
示
な
ど
、
安
全
な

運
転
に
必
要
な
交
通
に
関
す
る
音
ま
た

は
、
周
囲
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な

い
よ
う
な
音
量

可能

自
転
車
・
自
動
車
の
交
通
ル
ー
ル
が

一
部
変
わ
り
ま
し
た

　

２
月
２
日
か
ら
一
部
改
正
さ
れ
た
県
道
路

交
通
法
施
行
細
則
が
施
行
さ
れ
、
自
転
車
や

自
動
車
の
交
通
規
則
が
変
わ
り
ま
し
た
。

自
転
車
の
傘
差
し
運
転
禁
止

傘
や
日
傘

を
差
し
て

の
、
自
転
車
運
転
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

違
反
す
る
と
、

５
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

大
音
量
で
音
楽
な
ど
を

聴
き
な
が
ら
の
運
転
禁
止

カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
な
ど
で
大
音
量

を
発
し
た
り
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
な
ど
を
使
っ
て

音
楽
を
聴
い
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
囲

の
音
が
聞
こ
え
な
い
よ
う
な
状
態
で
車
や
自

禁止 禁止

　温暖な気候と豊かな自然に恵まれた本市の人口は、2月
1日現在、87,169人。区画整理事業などにより新しいま
ち並みが広がり、多くの人が移り住む袋井市は県下でも一
番の元気いっぱいのまちです。

◎人口増加率5.4％　県内第１位！
　先に行われた国勢調査における平成12～17年の袋井市
の人口増加率は、5.4％。この数字、大きいのか小さいの
か聞いただけではピンときませんが、他の市と比べてみる
と一目瞭然。実は県内第１位、全国1,788市町村の中でも
34位にランクインする、非常に
高い値なのです。
　また、人口に占める0～14歳
の割合を示す年少人口割合も、
15.4％と県内の市では第4位。
袋井市は人を引き寄せ、子ども
が多いまちといえます。

順位 市名 増加率
１ 袋井市 5.4％
２ 御殿場市 4.2％
３ 掛川市 3.1％
４ 磐田市 2.9％
５ 浜松市 2.3％
【県内市別人口増加率】
（平成17年国勢調査）

地区名 増加率
袋井南 △0.9％
豊愛 31.9％

袋井西 3.7％
田原 4.7％

袋井北 5.7％
袋井東 1.0％
今井 4.5％
三川 2.9％
笠原 △2.4％
山梨 7.1％
宇刈 21.3％

浅羽北 2.8％
浅羽西 0.1％
浅羽東 3.3％
浅羽南 △1.4％

【市内地区別人口増加率】
（平成17年国勢調査）

2宇刈地区
21.3%

1豊愛地区
31.9%

3山梨地区
7.1%

4袋井北地区
5.7%

5田原地区
4.7%

◎どの地区が増えているの？
　平成12～17年の地区別人口増
加率を図表に示してみました。
皆さんの地区の増加率はいかが
ですか。

問企画政策課企画係
☎44-3105

～今回のテーマ～

人が集まる若いまち

ふくろいの魅力をお伝えします

発見伝。ひと
まち
●
●
魅
力




